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おがさわら まゆ

小笠原 真由さん
職業指導員

あずま りゅうのすけ

東 龍之介さん

『グルテンフリー玄米麺』

5月からこちらに入りました！夫と息子の
3人家族です。今までは農業関係のお仕事
をしていて、果樹等の栽培に関して興味が

あります。グアバの栽培は今回で初めてで
すがとても楽しみです。自宅でも庭では
30種類ほどの野菜や草花を育ていて、

たくさんできた野菜を収穫しています♪
どうぞこれからよろしくお願いします。

【天海のしずくオーガニック】
ホイップソープ詰替用

濃厚な泡でした ゆう 様（50代・女性）
トライアルセットからの購入になりますが、

濃厚な泡で汚れもよく落ちそうです。また、息子も使ってみた

いと言うため一緒に使っていますが、息子のニキビが落ち着い

ていて、綺麗になりました。ニキビにも効果がありそうな

気がします。またリピートしたいと思います。

グアバ農園のビニールハウスの屋根のビニールを、みんなで協力してはがしまし
た。冬の間、大切なグアバたちを守ってくれていました。これからは、梅雨の雨
や夏の太陽を浴びて、ぐんぐんすくすく育つ季節です。つぼみがたくさんつき、
花も咲き始めています。今年もグアバの成長が楽しみです。 西川絢太

たけのこ掘りの現場より

今年3月に入りました。少しずつ慣れてき
た所です。普段は主に畑やハウスで仕事
をしています。体を動かすことが好きなの

で、畑で思いっきり作業し、今後は生活リ
ズムも整えていきたいです。
普段は寮生活をしていて、休日は友人と

出かけることが楽しみです。
これからよろしくお願いします！

みんなで手分けをして、山の中へたけのこ掘り
に。足場の悪い斜面に、苦戦しつつも工夫して
たけのこをうまく掘ることができていました。筋
力には自信のある私も、たけのこ掘りの作業
では、翌日に筋肉痛が残るほど。
去年と違い急な斜面も怖がることなく登り降り
しているたくましい皆の姿を見て、とても成長
を感じました。 池田圭佑

毎年4月から5月にかけて、圃場の近くの里山に、たけのこ掘りに行きます。肥料(鶏糞)

もせず、自然のままの竹林。朝掘りのたけのこは、お昼にグアバ茶で茹で皆にふるまうこ

とも。アクが少なく、ほっくほく♪この時期だけのお楽しみです。



企業の皆様へ 企業様のSDGｓへの貢献において
「南国にしがわ農園を」パートナーにご指名くださいませ。

有機JAS認証の自家農園で農薬や肥料、除草剤も一切使わない究極のオ
ーガニックと言われる自然農法でグアバ果樹を栽培しています。

障がい者といわれているメンバーが中心となり栽培や加工で活躍、農
業×福祉×SDGsな6次化を実践しています。そんな彼らが畑でつくった
グアバから生まれた商品のお買い上げ利益は、そのまま彼らの工賃とな
ります。

これは最大の応援となり直接的にSDGsに繋がる社会貢献をすることと
なります。

これからも農福連携で「人間らしい働きがいのある仕事」を目指し、
奮闘して参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

☆現在毎日出勤の利用者工賃3.6万円～9.1万円/月

→ めざせ 全員工賃7万円以上/月
南国にしがわ農園は高知県の『こうちSDGs推進企業』に登録されています
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完熟フルーツソース

私たちが取り組む
SDGs

私たちがめざしているもの

・働くことで人の役に立ちしあわせになります。
・他人を認め合いみんな仲良く楽しく働きます。
・働いた給料と年金で自立して生活します。
・個性を磨き可能性を活かせる職場をつくります。
約束（やくそく）
1.笑顔で元気の良い挨拶をしましょう。
2.丁寧な言葉を使いましょう。
3.人に優しくしましょう。
4.素直に話を聞き、「はい」と返事をしましょう。
5.身だしなみを整えましょう。
6.みんな仲良く協力し合いましょう。
7.人の悪口はやめましょう。
8.時間と約束を守りましょう。
9.整理整頓と掃除をしましょう
10.｢ありがとう」という感謝の言葉を伝えましょう。
明るく♪楽しく♪元気に♪感謝の気持ちで♪

代表あいさつ

わたしたちが育てた有機グアバ果樹商品は

代表理事 西川一司

今までの南国にしがわ農園新聞

1～43号はこちらから→

就労支援
見学＆説明会
随時 受付中♪

現在、農園では有機の苗の定植、播種作
業におわれています。すべて収穫後の販
路が確定している野菜です。せっかく収穫
しても販路が決まっていない野菜を生産
しても労力の無駄となります。販売した生
産物の売り上げはすべてがメンバーさん
の給料になります。ですから少しの無駄も
出すわけにはいきません。また、すべてが
有機圃場で栽培された有機野菜となりま
す。令和4年4月に農林水産省の政策方
針として「みどりのシステム法」が制定さ
れました。2050年までに有機農業の取
り組み面積の割合を25％の拡大するな
どの数値目標を設定しました。今後有機
生産物の販路は拡大していくことは間違
いないと思います。

南国にしがわ農園
ホームページは
こちらから→

中谷はたけだより

里山は野菜の植え付け真っ盛りです。ヘチマは化粧
水の原料として重要ですので、丁寧に植え付けをし
ました。無漂白ヘチマタワシも大好評の製品です。

「植え付けの
作業はみんな大騒ぎ
カラスが聞いてる
種ほじられるぞ」

順調に育っているじゃがいもの
他にピーナッツ、万次郎かぼちゃ、
ズッキーニ、とうがらし等も植え
ました。これから、さつまいも、
地きびなども植える予定です。
みんな頑張って作業に取り組ん
でいますよ。 岡田真二

集中力の要るラベル貼り

主力商品『土佐國グァバ茶』のラベル貼
りをしています。
お茶の袋の決められた部分に平行に
慎重にラベルを貼っていきます。
曲がったり失敗しないように慎重に丁
寧に貼るので根気のいる作業です。
作業中はみんなで協力して全集中で取
り組みます。
こうしたコツコツと地道な作業と努力
の積み重ねで出荷されていくんですね。

川村なお

♡今月のチャレンジ研修♡ 

４月のチャレンジ研修、目標は「周りとコミュニケー
ションをとり、集団で行動する」。 今回は高知県東部
の安芸市方面へ。「あんぱん」で有名になった琴ヶ浜で
お昼を食べ、その後伊尾木洞へ。コケやシダに覆われ
た幻想的な字景色のなか、途中の急な段差やはしご
下りに苦戦しつつ、励まし合い休みを挟みながら、全
員 最後まで歩ききることができました！お疲れ
さまでした！ 山本健太

中谷畑での、仕事の風景写真を撮りました。
今日は、はじめて、たけのこのポン切り作業をしました。少
し大きくなったたけのこを斜めに切って、鎌で皮をはいでい
きました。そのあと、包丁で輪切りに切っていきます。メン
バーさんと役割分担をしながら、作業に取り組みました。協
力してできたので良かったです。 林田かなか

公式アカウント

どちらも見てね♪
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